




要約 

肝細胞が VK依存性凝固因子を供給するのに,因子蛋白の生合成とカルボキシル化の他に分

泌もその過程の一つである。凝固因子生合成またはカルボキシ化反応がある程度低下して

いる状況のもとに,それに加えて分泌障害が重なればそれが発症の決定要因と成り得ると

考えられる。本研究の最終目標は母乳中にそのような阻害成分を見いだす事である。肝細

胞はバゾプレッシンの刺激に対してプロトロンビン分泌促進作用を示すが,これに対しオ

レイン酸,リノール酸などの不飽和脂肪酸の過酸化物が抑制的に働くという結果が得られ

たのでここに報告する。 


